
を使わない専門用語

障がいのある子の

『親なき後』のお金の話

主催／一般社団法人相続まるごと相談センター（日本相続知財センター富山支部）
一般社団法人きたしろ相続相談センター（日本相続知財センター上越支部）

共催／一般社団法人日本相続知財センター本部
後援／【自治体】富山県 【教育委員会】富山県、新潟県、富山市、高岡市、黒部市、砺波市、南砺市、上越市

【社会福祉協議会】富山県、新潟県、富山市、高岡市、黒部市、魚津市、射水市、滑川市、砺波市、氷見市、
小矢部市、南砺市、立山町

【手をつなぐ育成会】富山県手をつなぐ育成会、上越地区手をつなぐ育成会

セミナー内容

鹿内講師の講演内容
・突然、障がい児の親になる。
・「変えられない」ことと「変えられる」こと。
・『親権』が無くなる前に、娘のために実行したこと。
・成人したからといって「あきらめない」こと。
・先行き不透明だからこそ、30年後を想像し、よく考えること。
・親（祖父母）からの受け取り方が、私たち家族に影響すること。
・どの順番に、何が起きるかわからない。 どちらでも大丈夫なように準備すること。
・お金のかかる対策と、お金のかからない準備。

参加対象者

〇知的障がい者の保護者・ご家族
〇学校教育関係者
〇社協・社福・NPO・放課後デイなど、支援者の方

参考図書

親心の記録

講 師

日本相続知財センター本部 専務理事
相続知財鑑定士鹿内 幸四朗

しかない こう し ろう

ダウン症のひとり娘を持つ父親であり、自ら開発した『親心後見』の日本初の
実践者である。
無償で寄贈している『親心の記録』(累計37万部発行)の発行責任者。
書籍『障害のある子が「親なき後」も幸せに暮らせる本」（大和出版）を出版。

日本相続知財センター富山支部
一般社団法人相続まるごと相談センター 理事長北守 栄理子

きたもり えりこ

ファイナンシャルプランナーとして
25年の経験と実績がある。
豊富な知識と経験に基づいた
「親なき後のライフプラン」の提案には
定評がある。

日本相続知財センター上越支部
一般社団法人きたしろ相続相談センター 理事長荒木 新

あらき しん

行政書士。
年間200件を超える相談カウンセリングを
行っている。
「親なき後」の対策には積極的に取組み、
『親心後見』の実施件数は、北陸・新潟
エリアでは随一。

お申し込みは
こちら

アンケート特典！


